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次回12月議会質問予定者
郷間康久・小平美智雄・中塚英範・高橋英樹
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一般質問

一問一答方式

福田智恵

http://u-shimin.jp/http://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/gikai/宇都宮市議会ホームページ 市民連合ホームページ

①9期　②最高顧問
③総務常任委員会
•クリーンパーク茂原火災事故
調査特別委員会
•都市計画審議会
④宇都宮市下栗町718－3
　TEL. 656－3841
　FAX. 656－4106
⑤y-imai@gem.hi-ho.ne.jp
⑥http://www.gem.hi-ho.ne.jp/y-imai/

今 井 恭 男
 いま い やす お

市政に関するご意見
ご要望は、私たちに
お寄せ下さい!
①当選期数 ④連絡先
②会派の役職 ⑤メールアドレス
③所属委員会・会議 ⑥ホームページ

掲
載
項
目

①4期　②会長
③建設常任委員会
•後期高齢者医療広域連合議会議員
•総合計画市民懇談会
④宇都宮市下川俣町5－2
　TEL. 661－7343
　FAX. 661－7343
⑤a.komaba@mx10.ttcn.ne.jp

駒 場 昭 夫
 こま ば あき お

①4期　②副会長・幹事長
③総務常任委員会
•議会運営委員会【副委員長】
•社会福祉審議会
④宇都宮市六道町12－38
　TEL. 636－2582
　FAX. 636－2559
⑤info@f-chie.jp
⑥http://www.f-chie.jp

福 田 智 恵
 ふく だ ち え

①3期　②政調会長・監査担当者
③環境経済常任委員会
•ICT推進プロジェクトチーム【副会長】
•交通安全審議会
•総合計画市民懇談会
④宇都宮市鶴田町405－38
　TEL. 305－4269
　FAX. 305－4269
⑤kodaira.m@nifty.com

小平美智雄
 こ だいら み ち お

①4期　②企画調整担当
③文教国体常任委員会【副委員長】
•広報広聴委員会【副委員長】
•クリーンパーク茂原火災事故
調査特別委員会【副委員長】
•環境審議会
④宇都宮市平出町2560
　TEL. 661－2485
　FAX. 050－3488－0510
⑤gohma5555@gmail.com
⑥http://www.dream-works.cc/gohma/

郷 間 康 久
 ごう ま やす ひさ

①2期　②副幹事長・広報担当
③厚生常任委員会
•広報広聴委員会
•中央卸売市場運営協議会
④宇都宮市高砂町25-15-203
　TEL. 653－5151
　FAX. 666－0082
⑤info@hide-nakatsuka.com
⑥http://hide-nakatsuka.com

中 塚 英 範
 なか つか ひで のり

①１期　②会計管理者・総務政策担当
③厚生常任委員会【委員長】
•議会運営委員会
•廃棄物減量等推進審議会
•農業振興対策審議会
④宇都宮市錦3丁目7-23　 
　TEL. 624－2834
　FAX. 624－2834
⑤takahashi-hideki@ahwu.or.jp

高 橋 英 樹
 たか はし ひで き

私たちは皆様の声を市政に活かします私たちは皆様の声を市政に活かします��

質　問　項　目

1 選挙における投票について
2 LRT事業と交通政策について
１）ファーストワンマイル交通について
２）バス路線の再編と地域内交通について
３）公共交通とクロスセクター・ベネフィットについて

3 保健福祉行政について
１）初期救急医療機関（市夜間休日救急診療所）
の果たす役割について

２）宇都宮准看護高等専修学校について
３）宇都宮市医療保健事業団健診センターにお
ける社会的処方の視点を加えた特定保健指
導について

4 地域共生社会の
基盤づくりについて

5 子どもの居場所づくりと
地域福祉について

6 教育行政について

質　問　要　旨

2 LRT事業と交通政策について
２）バス路線の再編と地域内交通について

Q	8月17日に行われた議員協議会において、LRTの開業予定と駅東側における公共交通再
編案の概要が示された。当初の開業は令和４年３
月だったことを鑑みれば、バス停の位置やバスの運
行間隔、地域内交通やバスとの接続場所、駐輪場
や駐車場に関する情報など、より具体的な内容が

公表されて然るべき。早急に、バス路線再編後の
暮らしをイメージできるよう丁寧に説明し、市民理
解と意識醸成を図るべきと考えるが、見解を伺う。

A	バス路線再編の実施内容を決定する「地域公共交通利便増進実施計画」を年内に策定し、
速やかに公表する。また、地域の公共交通がどの
ように便利になるのかを地区ごとに取りまとめた
パンフレットを作成し、市内全世帯に配布する。
バス運行ダイヤなどの詳細も決定次第速やかに周
知を図る。

３）公共交通とクロスセクター・ベネフィットについて
※クロスセクター・ベネフィットとは
主に公共交通が健康・福祉、経済、環境や、定住促
進など、行政の様々な分野にもたらす便益、地域に
おける公共交通の価値を多面的に評価するもの。

Q	本市はLRTを必要な都市の装置としており、その整備効果として、住民の生活の維持や住
民の外出意欲の向上、観光促進、要介護の抑制・
健康年齢の引き上げなど、期待している。このよ
うな定量的に計測することが難しい価値を評価す
ることはなかったが、近年、公共交通の生み出す
価値を医療などの他分野も考慮し、クロスセク
ター・ベネフィットを算出する研究がなされてい
る。本市においても取入れ、公共交通の真の価値
を示してはいかがか、見解を伺う。

A	令和2年度に市内各地域の特徴や傾向を把握するため地域別データ分析を実施し、公共交
通の利用状況と生活習慣健康度について分析し、
公共交通と健康分野の相関関係を把握した。また、
LRT整備が進む駅東側においては、人口増加や地
価の上昇などの効果がすでに発現している。今後
も、LRT整備効果をはじめ、バスや地域内交通な
ども含めた公共交通ネットワーク全体の充実がも
たらす、クロスセクター・ベネフィットの把握に
努める。

3 保健福祉行政について
１）初期救急医療機関（市夜間休日救急診療所）
の果たす役割について

Q	感染爆発中で迎えたお盆の時期、発熱外来の予約を取ろうにも電話が繋がらず、県のコー
ルセンターや市保健所にも繋がらない状態であっ
たが、夜間休日救急診療所の受診者数は思ったほ
ど多くはなく、初期救急医療機関の役割は果たせ
たのか。いつインフルエンザの感染爆発が起きる
とも限らず、新型コロナウイルス感染症の流行を
踏まえた「新興感染症対策」は、今後の医療、保健、
福祉に係る計画の大きな柱の1つである。感染症
患者と非感染症患者とが完全に接触しない形で診
療・検査が受けられる体制を整えるとともに、コ
ロナ疑いの患者さんを断らない体制を整える必要
がある。老朽化した施設に問題があるのなら改善
計画を示すべきである。見解を伺う。

A	市夜間休日救急診療所は、軽度の患者に適切な医療を提供する役割を担っており、コロナ
禍においても役割が果たせるよう様々な対策を講
じながら、診察・検査体制を整えてきた。市医療
保険事業団や市医師会などと具体的な対策につい
て意見交換しながら、平時のみならず非常時にお
いても、市民が安心して夜間休日救急診療所を利
用できるよう関係団体の協力のもと、医療提供体
制の充実を図っていく。

２）宇都宮准看護高等専修学校について

Q	宇都宮准看護高等専修学校の定員割れが続いている。県南高等看護専門学院の閉校、上都
賀郡市医師会附属准看護学校の閉校が決まってお
り全県的な医療従事者の確保の観点からも、宇都
宮准看護高等専修学校の役割は大きい。財政支援
も含めた更なる支援が必要と考えるが、見解を伺う。

A	全国の准看護学校数や学生数は減少傾向にあり、当学校については本市の地域医療を支え
る人材の育成を担っており、これまでも学校運営
にかかる経費を補助するとともに、市の窓口や保
育施設等での学生募集に関するパンフレット配布
などの支援をしてきた。今後とも、地域医療を担
う看護職を要請するという当学校の設立目的が達
成されるよう、適切に支援していく。

福田智恵市議
録画配信HPのQRコード

●長崎市：「地域包括ケアシステムについて」 ●北九州市：「参加型シェアタウン
について」 ●福岡市：「スマートシティの取り組みについて」

令和４年８月８日（月）▶９日（火）▶１０日（水）先進都市調査研究 会派総会の様子 9月議会の議案審議及び令和5年度予算化・
制度要求を真剣に議論する。
9月議会の議案審議及び令和5年度予算化・
制度要求を真剣に議論する。

タウンマネジメントやエネルギーマネジメントによる
“住むひと・働くひと・訪れるひとが共に育てる参加
型のシェアタウン”「みんなの未来区 ボン・ジョーノ」。
TETTEはシェア活動の拠点施設。

withコロナを見据えた経済対策や、物価高騰対策、
SDGsやスーパースマートシティの具現化をはじめ、
「だれもが安心して暮らせるまちづくり」を実現するため熟議を重ねる。


